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ある文 S 1が文 S 2を意味論的に前提にするのは，S 1が S 2を必然化し
（necessitate），S 1の否定が S 2を必然化するときであり，かつそのときに限
































































































































































































































































































しては，Rosenberg［1974］，ch. 2., Gauker を参照。
眞 このことは［1980］，135. において明快に述べられている。
眥 cf, Austin. なおセラーズとオースティンの分析の親近性については，セラーズ自
身が言及している。cf，［1975］，332−334.
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